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1. 調 査 概 要 

(1) 調 査 件 名 ： 和歌山平井太陽光発電所(追加)地質調査業務 

            （旧名称：和歌山善明寺太陽光発電所） 

(2) 調 査 場 所 ： 和歌山県和歌山市平井地区地内 

巻頭「調査位置案内図」および図 1.1.1 参照。 

(3) 調 査 期 間 ： 自） 令和元年  11 月 7 日 

             至） 令和元年  12 月 25 日 

(4) 調 査 目 的 ：  本調査は、和歌山県和歌山市平井地区地内において現場試料

採取及びサウンディング調査試験を実施し、当地の地盤情報

を把握して、盛土および切土施工上の基礎資料に供すること

を目的として実施した。 

(5) 調 査 内 容 ： サウンディング調査試験   8 箇所  

            現場試料採取          2 箇所 

            現場密度試験          2 箇所 

            室内土質試験          1 式 

表 1.1 に詳細数量を示す。 

(6) 受 注 者 ： 株式会社 近畿日本コンサルタント 

[住所] 〒530-0047 大阪市北区西天満 1 丁目 7-20 JIN・ORIX ビル 

[TEL] TEL.06-6312-1377 , FAX.06-6312-1388 
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図 1.1.1 調査位置平面図(S=1:4000)
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表 1.1.1 実施数量表 

単位 TP-2 TP-3 TEST-1 TEST-2 合計

箇所 1 1 1 1 4

箇所 1 1 1 1 4

箇所 1 1 1 1 4

箇所 1 1 2

土のコーン指数試験 箇所 1 1 2

箇所 1 1 1 1 4

箇所 1 1 2

箇所 1 1 2

箇所 1 1 2

箇所 1 1 2

土の粒度試験(沈降+ふるい)

土の三軸圧縮試験(CD)

                    　　  地　　点
　　項　　目

現場密度試験

土粒子の密度試験

土の含水比試験

現場試料採取

力 学

室
内
土
質
試
験

物 理

破砕性判定のための岩石の破砕率試験

岩石の促進スレーキング率試験

岩 石

土の締固め試験

No.1 0.44

No.2 3.27

No.3 1.92

No.4 1.27

No.5 1.14

No.6 0.74

No.7 2.08

No.8 1.86

合計 12.72

サウンディング調査試験10か所
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2.調 査 方 法 

2.1 サウンディング調査試験(図 2.1.1 参照) 

サウンディング調査試験は、質量5±0.05kgのハンマーを 500±10mm の高さから自由

落下させ、地盤の動的なコーン貫入抵抗を簡易に求めることを目的にしたものである。 

この試験方法は JGS 1433-2012 に規定されており、主な要旨は図 2.1.1のようになっ

ている。 

2.2 現場密度試験(図 2.2.1 参照) 

現場密度試験は、現場で土の密度を計測する方法であり、一般にサンプリングが困難 

な粗粒土に対して有効である。本調査では砂置換法(日本工業規格 JIS 1214：2013)に準 

じて行った。 

2.3 室内土質試験(表 2.3.1 参照) 

室内土質試験は、JIS(日本工業規格)、JGS（地盤工学会基準）および NEXCO 試験法に

準じて行った。本調査で実施した試験項目は、表2.3.1 に示すとおりである。 

-4-



図 2.1.1 サウンディング調査試験概要図 

モ

デ

ル

図

換算 N値

一般には、下式が用いられる 

土 質 名 Nd≦4 Nd＞4 

礫 質 土 0.50Nd 0.7+0.34Nd 

砂 質 土 0.66Nd 1.1+0.30Nd 

粘 性 土 0.75Nd 1.7+0.34Nd 

Nd と土質によって、下表から求める。 

原

理

動的コーン貫入試験と同様に、一定重量のハンマーによって先端コーンを付けたロッドを

打ち込む衝撃式貫入試験機であり、一定長打ち込みに対する一定高さからの打撃回数を測

定し、これを地盤の貫入抵抗指数と考え、相対的な土の硬軟，締まり具合あるいは土の構

成を判定するものである。 

目

的

岩盤や砂礫を除くあらゆる土質に適するが、装置を小型および軽量化して作業を用意にす

ることを目的として開発された装置であり、浅い部分(深さ 4m程度)を広範囲に調査するの

に適している。また、打撃エネルギーが小さいので、わずかな土質の貫入抵抗の変化がと

らえられる。 

調  査  方  法 解  析  方  法 

貫入先端はコーン型となっており、先端角は60

±1°，底面積は490±10mm2である。 

(1) 先端コーンをつけたロッドを地盤に直立させ

る。 

(2) ウェイト(5±0.05kg)をノッキングヘッドに

載せ、500±10mmの高さから自由落下させる。

(3) コーンを 100mm 貫入させるのに要する打撃回

数 Ndを測定する。 

(4) これを繰り返し、順次ロッドを継ぎ足して測

定する。 

(5) 10 回のウェイトの落下によって、コーンが

20mm未満(Nd値40程度)しか貫入しなくなった

場合、または礫や基岩に達し貫入不能となった

場合は試験を打切る。 

(6) 記録写真は、貫入長を明示する。 

(7) 地下水位が推定できれば行う。

(1) 試験結果は深度に対して貫入に要した

打撃回数をグラフ化して、土層を判定

する。 

(2) 貫入試験のNd値と他の動的サウンディ

ングの値との相関は明確でないので、代

表的な箇所で標準貫入試験やスウェー

デン式サウンディングの併用およびボ

ーリングコアの観察を行って、試験結果

との対比を行うとよい。 

5 
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1.概要 

現場密度試験は、現場で土の密度を測定する計測方法であり、一般的にサンプリングが困難な粗粒

土に対して有効である。 

具体的な方法としては、下表に示す基準が日本工業規格(JIS)あるいは地盤工学会基準(JGS)として

定められている。一般的な試験方法は、砂置換法による土の密度試験方法(砂置換法)JIS A 1214であ

り、試験方法の流れを以下に示す。 

現場密度試験の方法の比較 

2.説明図 

現場密度試験の概要図を下図に示す。 

測定器とベースプレート         砂置換による土の密度測定 

図 2.2.1 現場密度試験概要図 
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表 2.3.1 室内土質試験規格・基準一覧表 

1.概要 

土の室内土質試験は、日本工業規格(JIS)および地盤工学会基準(JGS)に基づいて行われるのが一般

的である。以下に実施した室内土質試験方法の一覧を示す。 

2.規格・基準

室内土質試験規格・基準一覧表 

区分 試験名称 JIS JGS 

物理試験 

土粒子の密度試験 A1202 0111 

土の含水比試験 A1203 0121 

土の粒度試験 A1204 0131 

土の締固め試験 A1210 0711 

土のコーン指数試験 A1228 0716 

せん断試験 土の三軸圧縮試験(CD) - 0524 

岩石試験 

破砕性判定のための 
岩石の破砕率試験 

NEXCO試験法 109 

岩石の促進 
スレーキング率試験 

NEXCO試験法 110 

6 
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3. 地形・地質概要

3.1. 地形概要

本調査地は、和歌山県和歌山市平井地区地内に位置しており、南海本線「和歌山大

学前(ふじと台)」駅から東に約 2.5km の山中である。 

地形区分的には、和泉山地に位置している。付近に河川は流れていないが、調査地

点付近には 2 つのため池があり、そこに山地由来の雨水等の流入する小規模な小川は、

谷筋に沿って確認される。 

本調査地は、標高 200m 未満の山地にあたる。山稜は丸みに乏しく、他にも V 字で深

い谷が散見される。 

1000m

図 3.1.1 調査地周辺の表層地形図(S=1：50,000)    ○：調査地 

出典:「土地分類基本調査図 和歌山」 経済企業庁 発行(昭和 52 年) 
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3.2. 地質概要

調査地の地質は、西南日本内帯に属し、山地は主に白亜系の和泉層群に属する堆積

岩類で形成される。この和泉層群は紀伊半島西部の和泉山脈から淡路島の南部、四国

の阿讃山脈を経て松山市南西部まで、中央構造線のほぼ北側に沿って分布している。

紀伊半島東部では、伊勢付近まで断続的に分布している。地質構造は、和泉山脈をほ

ぼ東西に走る向斜構造を成している。南縁部では中央構造線の活動により乱されてお

り、中央構造線に平行したいくつかの断層および背斜構造が見られる。 

和泉層群は主に砂岩、泥岩を主とし、礫岩を少量伴う。この砂岩泥岩互層中に、凝

灰岩層が挟まれていることもある。調査地点の主部相は加太累層及び信達累層であり、

厚い礫岩砂岩互層、砂岩泥岩互層が分布する。 

本調査地周辺の表層地質図を図 3.2.1 に示す。 

図 3.2.1 調査地周辺の表層地質図(S=1：50,000)    ○：調査地 

出典:「和歌山及び尾崎」 通商産業省工業技術院 地質調査所 発行(平成 5 年) 

1000m 

-9-
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4.調査結果 

4.1 地表踏査結果 

調査地において地質踏査を実施した。過去に踏査を行った岩盤露頭についても記載

している。各谷部(谷Ⅰ～Ⅳ)について写真撮影を行い、図 4.1.1 地表踏査平面図に写

真撮影箇所を示した（写真番号は P○）。地表踏査の結果を下記に示す。 

    1）砂岩泥岩互層 

この地域にみられる基盤岩は、中生代白亜紀加太累層及び信達累層の砂岩泥岩

互層である。調査地では、ハンマーの打撃で金属音を発する比較的新鮮なものが

多く確認された。比較的新鮮な部分は大部分が砂岩であり、岩盤の表面部分及び

砂岩に挟まれた 10～20 ㎝程度の薄層部分は泥岩で、風化の進行が露頭から観察さ

れた。砂岩の露頭は地点ごとにその厚さが異なっている。 

転石は非常に多く、山腹及び河床に散在している。砂岩と泥岩の互層となって

いる本調査地では、泥岩の薄層に挟まれた砂岩露頭から、泥岩部の風化が進行し、

脆くなったことによる落石がいたるところで確認されている。 

河床では岩盤が連続して露出している地点も確認されているが、多くは崖錐性

堆積物が厚く覆っている。 

   踏査で確認した岩盤は層理が発達しており、この走向傾斜は概ね北西-南東性で

あり、35 から 78°北東に傾斜している。 

   林道、山道沿いの露頭は走向傾斜からそのほとんどが受け盤であり、岩盤にお

ける崩壊はほとんど見られない。但し、流れ盤となっている地点も確認されてお

り、泥岩の風化進行部が脆弱部となって発生したとみられる平面すべりも確認さ

れている。 

2）崖錐性堆積物 

礫混り砂及び砂礫からなる崖錐堆積物が表層を覆って山腹斜面に堆積している。

平坦地では素手による掘削でも 20cm ほど容易に掘削できる箇所もある。また、シ

ャベル等を用いた掘削はさらに容易であった。このことから、表層はあまり締ま

っていないことがうかがえる。礫径は 2mm～100mm までが主体となっている。所々

で 50 ㎝超の大きな転石が点在している。 

林道や山道沿いには、所々で小規模な斜面崩壊が見られるが、その多くは崖錐

性堆積物や表土の一部が崩れているものである。 

-10-
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図 4.1.1  地表踏査平面図 全体 (S=1:4000) 

10 
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踏査結果 

谷Ⅰ P1 

谷部にて堰堤あり。 

谷部では、調査地域一帯の基盤

岩である和泉層群の砂岩泥岩

互層が露岩している。 

湧水は確認されない。 

No.1 地点でのサウンディング

調査結果では、試験位置を変え

ても最大で 0.44m しか貫入し

ないため、岩盤までの厚さは

0.50m 程度と推定される。

谷Ⅰ P2 

堰堤から下流を見て右岸側に

は、谷部で見られたものと同様

の和泉層群砂岩泥岩互層の露

頭が見られる。 

谷Ⅰ P3 

堰堤から下流を見て左岸側に

も、谷部で見られたものと同様

の和泉層群砂岩泥岩互層の露

頭が見られる。 

-12-



踏査結果 

谷Ⅰ  P4 

北東方向になだらかな地形を

した幅の広い谷である。 

谷筋での湧水は確認されない。

谷Ⅰ  P5 

谷部の下流を見て右岸側には、

和泉層群砂岩泥岩互層の露頭

が見られる。 

谷Ⅰ   P6 

谷部の下流を見て左岸側にも、

和泉層群砂岩泥岩互層の露頭

が見られる。 

-13-



踏査結果 

谷Ⅰ   P7 

谷部では非常に多くの砂岩泥

岩互層由来の転石が見られる。

前日の雨水は谷筋で確認され

るが、湧水は確認されない。 

谷Ⅰ  P8 

谷部の下流を見て右岸側には

露頭は確認されておらず、緩傾

斜地となっている。転石も非常

に多い。 

No.2 地点でのサウンディング

調査結果では、3.27m 貫入して

おり、崖錐の厚さは約 3m 程度

と推定される。 

谷Ⅰ  P9 

谷部の下流を見て左岸側には、

和泉層群砂岩泥岩互層の露頭

が見られる。この上部は急斜面

となっており、この他にも露頭

が確認された。 

-14-



踏査結果 

谷Ⅱ  P10 

なだらかな地形をした谷で、湧

水は確認されない。 

No.3 地点でのサウンディング

調査結果では、1.92m 貫入して

いることから、2m 程度の崖錐

が被っていると推定される。 

谷Ⅱ  P11 

谷部の下流を見て右岸側には

転石は非常に多い。 

谷Ⅱ  P12 

谷部の下流を見て左岸側の林

道には、和泉層群砂岩泥岩互層

の露頭が見られる。 
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踏査結果 

谷Ⅱ  P13

砂岩泥岩互層の露頭が河床に

確認された。 

前日の雨水は谷筋で確認され

るが、湧水は確認されない。 

No.4 地点周辺の比較的緩やか

な地点でのサウンディング調

査結果では 1.27m 貫入してい

ることから、緩傾斜部では 1m

程度の崖錐が被っていると推

定される。 

谷Ⅱ  P14 

谷部の下流を見て右岸側には、

和泉層群砂岩泥岩互層の露頭

が見られる。 

谷Ⅱ  P15 

和泉層群砂岩泥岩互層の露頭

が見られ、V 字谷となってい

る。 

-16-



踏査結果 

谷Ⅲ  P16 

砂岩泥岩互層の露頭が河床に

確認された。 

前日の雨水は谷筋で確認され

るが、湧水は確認されない。 

No.5 地点周辺の比較的緩やか

な地点でのサウンディング調

査結果では 1.14m 貫入してい

ることから、緩傾斜部では 1m

程度の崖錐が被っていると推

定される。 

谷Ⅲ  P17 

谷部の下流を見て右岸側及び

河床には、和泉層群砂岩泥岩互

層の露頭が見られる。 

谷Ⅲ  P18 

谷部の下流を見て左岸側及び

河床にも、和泉層群砂岩泥岩互

層の露頭が見られる。 
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踏査結果 

谷Ⅲ  P19 

砂岩泥岩互層の露頭が河床に

確認された。 

前日の雨水は谷筋で確認され

るが、湧水は確認されない。 

No.6 地点周辺の比較的緩やか

な地点でのサウンディング調

査結果では 0.74m 貫入してい

ることから、緩傾斜部では 1m

程度の崖錐が被っていると推

定される。 

谷Ⅲ  P20 

和泉層群砂岩泥岩互層の露頭

が見られ、V 字谷となってい

る。 

谷Ⅲ  P21 

河床の全体で岩盤が確認され

る。
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踏査結果 

谷Ⅳ  P22

なだらかな地形をした谷で、 

湧水は確認されない。 

No.7 でのサウンディング調査

結果では 2.08m 貫入している

ことから、谷部では 2m 程度の

崖錐が被っていると推定され

る。 

谷Ⅳ  P23 

谷部の下流を見て右岸側の林

道沿いに転石は非常に多い。 

谷Ⅳ  P24 

谷部の下流を見て左岸側の堰

堤周縁部では、和泉層群砂岩泥

岩互層の露頭が見られる。 
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踏査結果 

谷Ⅳ  P25 

谷部より北を臨む。 

なだらかな地形をした谷で、 

湧水は確認されない。 

谷Ⅳ  P26 

谷部の下流を見て右岸側では、

山腹斜面で若干傾斜をもって

いる。転石は多い。

谷Ⅳ  P27 

谷部の下流を見て左岸側(林道

沿い)では、和泉層群砂岩泥岩

互層の露頭が見られる。 
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踏査結果 

谷Ⅳ  P28 

谷部より北を臨む。 

なだらかな地形をした谷で、 

湧水は確認されない。 

No.8 でのサウンディング調査

結果では 1.86m 貫入している

ことから、谷部では 2m 程度の

崖錐が被っていると推定され

る。 

谷Ⅳ   P29 

谷部の下流を見て右岸側では、

和泉層群砂岩泥岩互層の露頭

が見られる。

谷Ⅳ   P30 

谷部の下流を見て左岸側(林道

沿い)では、和泉層群砂岩泥岩

互層の露頭が見られる。
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4.2 サウンディング調査試験 

盛土計画山腹斜面及び谷部にて、地盤状況や崖錐性堆積物(dt)の厚さを把握するためにサウ

ンディング調査試験を行った。試験は計 8か所で行った。 

試験位置を図 1.1.1 の調査位置平面図に、試験結果を表 4.2.1 に示す。 

表 4.2.1 サウンディング調査試験結果 

地点 標高(m) 貫入長(m) 地盤

No.1 99.00 0.44

No.2 87.00 3.27

No.3 104.00 1.92

No.4 91.00 1.27

No.5 108.00 1.14

No.6 100.50 0.74

No.7 210.00 2.08

No.8 187.00 1.86

dt

谷
Ⅰ

谷
Ⅱ

谷
Ⅲ

谷
Ⅳ
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4.3 室内試験結果 

得られた盛土材料試験用として採取した「乱した試料」を用いて物理試験・力学試験を実施

した。 

結果の詳細は巻末の室内試験データシートに示す。表 4.3.1 に室内試験結果一覧表を示す。 

表 4.3.1 室内試験結果一覧 

TP-2 TP-3 TEST-1 TEST-2

Altsm
ssrich

Altsm Dt Dt

湿 潤 密 度 ρt g/cm
3 1.714※ 1.843※

乾 燥 密 度 ρd g/cm
3 1.471※ 1.514※

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm
3

2.630 2.653 2.637 2.644

自 然 含 水 比 Wn %

間 隙 比 e

飽 和 度 Sr %

物 理 試 験 時 の

自 然 含 水 比
% 10.7 17.8 17.1 18.8

礫 分 2～75mm % 69.8 81.4 53.7 36.3

砂 分 75μm～2mm % 19.8 11.9 24.7 24.7

シ ル ト 分 5～75μm % 6.2 2.4 9.9 21.3

粘 土 分 5μm未満 % 4.2 4.3 11.7 17.7

最 大 粒 径 mm 75 75 75 19

均 等 係 数 Uc 143 104 - -

曲 率 係 数 Uc' 5.16 10.9 - -

粒 径 D50 mm 7.3 20 2.50 0.15

粒 径 D20 mm 0.25 2.6 0.057 0.0076

粒 径 D10 mm 0.070 0.24 - -

粘性土まじり

砂質礫

粘性土砂まじり

礫
粘性土質砂質礫 粘性土質砂質礫

(GS-Cs) (G-CsS) (GCsS) (GCsS)

B-b B-b

最 大 乾 燥 密 度 ρdmax g/cm
3 1.829 1.599

最 適 含 水 比 Wopt   % 13.0 17.6

突 固 め 回 数 回 / 層 25 25

コ ー ン 指 数 ｑ  KN/m2 9359 7601

CD CD CD CD

C KN/m
2 1 14 16 21

φ ° 35.4 33.3 31.6 33.5

岩 の 破 砕 率 % 45.6

岩のスレーキング率 % 62.6

コ

ー

ン

指

数

締

固
め

試    験    方    法

一
般

粒
度

せ
ん
断

試 験 条 件

全 応 力

試　料　番　号

地　層　区　分

分

類

分　　類　　名

分　類　記　号
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※は現場密度試験にて求められた湿潤密度及び乾燥密度



(a)土粒子の密度 

土粒子の密度は、2.60～2.75(g/cm3)程度の値を示すのが一般的であり、有機物や火山性

ガラス･軽石を含んでいる土質の場合、これより小さい値、例えば 2.50(g/cm3)といった値

を示す。更に、泥炭では1.50 といった小さい値を示す(表 4.3.2 参照)。 

表 4.3.2 土粒子の密度の測定例 

鉱物名 密度ρs(g/cm3) 土質名 密度ρs(g/cm3) 

石英 2.6～2.7 豊浦砂 2.64 

長石 2.5～2.8 沖積砂質土 2.6～2.8 

雲母 2.7～3.2 沖積粘性土 2.50～2.75 

角閃石 2.9～3.5 洪積砂質土 2.6～2.8 

輝石 2.8～3.7 洪積粘性土 2.50～2.75 

磁鉄鉱 5.1～5.2 泥炭(ピート) 1.4～2.3 

クロライト 2.6～3.0 関東ローム 2.7～3.0 

イライト 2.6～2.7 まさ土 2.6～2.8 

カオリナイト 2.5～2.7 しらす 1.8～2.4 

モンモリロナイト 2.0～2.4 黒ぼく 2.3～2.6 

出典:「地盤材料試験の方法と解説」地盤工学会,平成21年 11月 

TP-2 地点で採取した試料は、砂岩泥岩互層(砂岩優勢)【Altsm ssrich】の風化部である。

土粒子の密度試験結果は、ρs=2.630g/cm
3を示し、風化土砂の範囲内を示す。 

TP-3 地点で採取した試料は、砂岩泥岩互層【Altsm】の風化部である。土粒子の密度試

験結果は、ρs=2.653g/cm
3を示し、風化土砂の範囲内を示す。 

TEST-1地点で採取した試料は、砂岩泥岩互層由来の崖錐性堆積物【Dt】である。土粒子

の密度試験結果は、ρs=2.637g/cm
3を示し、風化土砂の範囲内を示す。

TEST-2地点で採取した試料は、砂岩泥岩互層由来の崖錐性堆積物【Dt】である。土粒子

の密度試験結果は、ρs=2.644g/cm
3を示し、風化土砂の範囲内を示す。
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(b)自然含水比 

表 4.3.3 に、日本における代表的な土の含水比の一例を示す。 

表 4.3.3 日本における代表的な土の含水比 

土の種類 沖積粘土 洪積粘土 砂質土 関東ローム 泥炭 まさ土 しらす 

含 水 比  w(%) 50～80 30～60 10～30 80～150 110～1300 6～30 15～50 

土粒子密度ρs(g/cm3) 2.5～2.75 2.5～2.75 2.6～2.8 2.7～2.9 1.4～2.3 2.6～2.8 2.3～2.5 

湿 潤 密 度ρt(g/cm3) 1.5～1.8 1.6～2.0 1.6～2.0 1.2～1.5 0.8～1.3 1.5～2.0 1.0～1.7 

出典:「土質試験 基本と手引き 第二回改訂版」地盤工学会,平成22年 3月 

TP-2 は含水比 Wn=10.7%を示し、風化土砂の一般値の範囲内を示す。 

TP-3 は含水比 Wn=17.8%を示し、風化土砂の一般値の範囲内を示す。 

TEST-1は含水比 Wn=17.1%を示し、風化土砂の一般値の範囲内を示す。 

TEST-2は含水比 Wn=18.8%を示し、風化土砂の一般値の範囲内を示す。 

-25-



(c)粒度分布 

本調査にて実施した粒度試験結果を、図 4.3.1に示す。 

同図からみて、TP-2、TP-3、TEST-1は砂、礫分が大部分を占め、粘性土分は 20％程度で

ある。TEST-2は粘性土が約 40％含有した粘土質な砂礫である。 
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粘土 シルト 細砂 細礫中砂 粗砂 中礫 粗礫

0.005 194.7520.8500.2500.075 75

44 

図 4.3.1 粒径加積曲線図 
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(d)締固め試験 

地盤材料の工学的分類では、TP-2は「粘性土まじり砂質礫」(GS-Cs)に分類される。 

 TP-2の締固め試験による最大乾燥密度ρdmaxは 1.829g/cm3、最適含水比 Woptは 

13.0%を示す(図 4.3.2 参照)。 

図 4.3.2 TP-2 試料の締固め曲線 

45 
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地盤材料の工学的分類では、TP-3は「粘性土砂まじり礫」(G-CsS)に分類される。 

 TP-3の締固め試験による最大乾燥密度ρdmaxは 1.599g/cm3、最適含水比 Woptは 

17.6%を示す(図 4.3.3 参照)。 

図 4.3.3 Tp-3 試料の締固め曲線
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(e)締固めた土のコーン指数試験

現場採取試料 TP-2,3では、締固め試験の後、締固めた土のコーン試験を行った。  

表 4.3.5 に各試料の突固め回数とコーン指数をまとめた。 

表 4.3.5 各試料の締固めた土のコーン試験結果一覧表 

(f)破砕性判定のための岩石の破砕試験 

現場採取試料 TP-3 では、破砕性判定のための岩石の破砕試験を行った。  

表 4.3.6 に、TP-3の岩の破砕率と岩のスレーキング率をまとめた。 

表 4.3.6 TP-3 の岩石の破砕率 

(g)岩石の促進スレーキング試験 

現場採取試料 TP-3 では、破砕性判定のための岩石の破砕試験を行った。  

表 4.3.7 に、TP-3の岩の破砕率と岩のスレーキング率をまとめた。 

表 4.3.7  TP-3 の岩石のスレーキング率 

TP-2 TP-3

Altsm
ssrich

Altsm

突固め回数 回/層 25 25

コーン指数 qc kN/m
2 9359 7601

TP-3

Altsm

粒径 mm 37.5～19

岩石の自然含水比　Wn % 16.2

岩石のスレーキング率(平均) % 62.6

TP-3

Altsm

粒径 mm 37.5～19

岩石の破砕率(平均) % 45.6
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(g)三軸圧縮試験 圧密排水(CD)条件 

三軸圧縮試験は、現場試料採集(TP-2)で得られた湿潤密度を基に、同試験地点で得られ

た「乱した試料」を最大乾燥密度の 90％の湿潤側で試験供試体を作成した。粘着力は

c=1kN/m2, せん断抵抗角はφ=35.4°である。 

表 4.3.8に、三軸圧縮試験(CD)結果一覧を、図 4.3.4に三軸圧縮試験(CD)総括図を示す。 

表 4.3.8 TP-2の三軸圧縮試験(CD)結果一覧

地層名 
全応力 

c(kN/m2) φ(°) tanφ 

Altsm 

ssrich 
1 35.4 0.71

図 4.3.4 TP-2の三軸圧縮試験(CD)総括図 

46 
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三軸圧縮試験は、現場試料採集(TP-3)で得られた湿潤密度を基に、同試験地点で得られ

た「乱した試料」を最大乾燥密度の 90％の湿潤側で試験供試体を作成した。粘着力は

c=14.0kN/m2, せん断抵抗角はφ=33.3°である。

表 4.3.9に、三軸圧縮試験(CD)結果一覧を、図 4.3.5に三軸圧縮試験(CD)総括図を示す。 

表 4.3.9 三軸圧縮試験(CD)結果一覧

地層名 
全応力 

c(kN/m2) φ(°) tanφ 

Altsm 14 33.3 0.66

図 4.3.5 三軸圧縮試験(CD)総括図 

-31-



三軸圧縮試験は、現場密度試験(TEST-1)で得られた湿潤密度を基に、同試験地点で得ら

れた「乱した試料」を最大乾燥密度の 90％の湿潤側で試験供試体を作成した。粘着力は

c=16.0kN/m2, せん断抵抗角はφ=31.6°である。 

表4.3.10に、三軸圧縮試験(CD)結果一覧を、図4.3.6に三軸圧縮試験(CD)総括図を示す。 

表 4.3.10 三軸圧縮試験(CD)結果一覧

地層名 
全応力 

c(kN/m2) φ(°) tanφ 

Dt 14 31.6 0.62

図 4.3.6 三軸圧縮試験(CD)総括図 
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三軸圧縮試験は、現場密度試験(TEST-2)で得られた湿潤密度を基に、同試験地点で得ら

れた「乱した試料」を最大乾燥密度の 90％の湿潤側で試験供試体を作成した。粘着力は

c=21.0kN/m2, せん断抵抗角はφ=33.5°である。

表4.3.11に、三軸圧縮試験(CD)結果一覧を、図4.3.7に三軸圧縮試験(CD)総括図を示す。 

表 4.3.11 三軸圧縮試験(CD)結果一覧

地層名 
全応力 

c(kN/m2) φ(°) tanφ 

Dt 21 33.5 0.66

図 4.3.7 三軸圧縮試験(CD)総括図 
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